
ポータブル VRシステムを用いた防災教育の実施

1、はじめに

突然訪れる地震に対して適切に判断して行動するに

は、どのような状況になり得るかを適確にイメージする

必要があり、そのために映像等で疑似体験しておくこと

が有効であると言われている。またそうすることで室内

家具の配置など、普段の生活のなかで地震に備える行動

を促すと考えられる。そこで今日、各地に防災教育施設

が作られ、大画面映像提示装置や震動体験装置などによ

る体験型の防災教育が行われている。しかし、これらを

体験するためには、そこを実際に訪れる必要がある。体

験型の防災教育を、学校の教室や多くの市民が集まるイ

ベント会場など、より身近な場所で実施できるシステム

として、ポータブルＶＲシステムを開発する。具体的に

は、没入型 VR環境を用いて、地震発生時の室内で起こ

り得る状況を表現可能なリアルタイム震災シミュレー

ションシステムおよび広視野角で臨場感の高い防災教育

ツールの開発を行う。

本稿では、広視野角スクリーンを使った防災教育映

像用プログラムの概要及びそのプログラムを利用した防

災教育の実施状況、実施した防災教育についてのアン

ケート結果を報告する。

2、ポータブル VRシステム用防災教育プログラム

本システムでは、ビデオカメラなどで撮影した実写

映像を 3面の大型スクリーンへ投影し、広視野角の映

像の視聴が可能となる。高解像度・広視野角を確保する

ことで、参加者は高い没入感を得ることができる。本シ

ステムを利用した防災教育の実施を目的として、現在 2

本の防災教育用プログラムを作成した（表１）。

一つ目が「地震による災害」と題した、地震被害の

タイト 地震による災害 木造住宅補強のすすめ
時間 7分25秒 7分35秒

構成

1阪神・淡路大震災
阪神淡路大震災の実写映像

2国内外の地震被害
新潟中越地震、スマトラ沖地震の被害
の様子

3首都圏の地震
首都圏地震の震動予想、家屋の倒壊、
家具転倒防止、避難所生活

1地震の被害
阪神淡路大震災の実写映像

2耐震補強のメカニズム
木造住宅の補強のメカニズム及び補強
方法

3大型震動実験施設による震動
台実験の映像
木造住宅の震動台実験の映像

4Kブレース型制振壁
東工大笠井・坂田研開発のK型制振壁
について

5耐震補強の補助制度
耐震補強に関する補助について
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表 1 ポータブル VR用防災教育プログラム目次

写真 1　「地震による災害」の 1シーン

実態及び防災対策を示したものである。具体的には、阪

神大震災やスマトラ沖地震等の地震による被害の様子

や、首都圏に起こりうる地震予想や家具転倒防止策等、

今後の地震に対する防災対策が取り込まれている。

写真 2　ポータブル VRシステム出展の様子



二つ目が「木造住宅補強のすすめ」と題した、木造

住宅の補強について説明したプログラムである。そのプ

ログラムには、木造住宅の被害状況のほか、耐震補強の

メカニズムや、大型振動実験の映像、耐震補強に対する

補助制度の紹介等が含まれている。これらのプログラム

は、防災教育イベント等での見学を前提としており、ど

ちらも 7分半前後のプログラムである。

　

3、ポータブル VRシステムを利用した防災教育実績

2008 年 4月以降にポータブル VRシステムを利用し

て行った防災教育の主なものを表 2に示す。このほか、

本システムが常設してある実験室への来訪者を対象とし

たデモを何度か実施した。

本年度において、すずかけ祭や市民防災教室のよう

に大学内で行われた活動のほか、ハウスクエア横浜で行

われた横浜防災フェアや横浜市安全管理局主催の新春安

全・安心フェスティバル等の防災イベントに出展し、一

般市民を対象にデモを行うことができた。これらの防災

イベントでは、救助の実演指導やハザードマップ作り等

と併せて本システムのデモを行い、他の防災教育法との

併用による本システムの活用の通用性を確認した。

本システムを出展させたイベントのうち、横浜住宅

防災フェア、防災ギャザリング及び消防研究会において、

見学者に対して任意に意見の記述を求めた。記述をみる

と、「地震の恐ろしさがわかりました」や「改めて地震

の脅威を感じました」など、地震被害の様子が伝わった

ことについての感想が多かった。このほか、「地震に対

して本気で考えたい」や「備えが大切なことがわかった」

など防災対策への啓発についても効果があることが確認

できた。さらに、「応急処置などの映像を取り入れ」や「起

震車等と併用」といった本システムの改良についての意

見もあった。このように見学後の意見をみると本システ

ムが地震の被害状況の伝達や防災対策への啓発に効果的

であることが窺える。

次節では、出展したイベントのうちサバイバルキャ

ンプで行ったアンケート調査について報告する。

　

4、サバイバルキャンプでの防災教育の効果の調査

　サバイバルキャンプは特定非営利活動法人ＩＬＯ

Ｖ Eつづきにより企画運営されており、ＩＬＯＶ Eつ

分類 内容 イベント 属性
良かった 横浜住宅防災フェア 男・58歳
自然の力は強いと感じられます 横浜住宅防災フェア 女・65歳
感銘した。この映像のDVDは入手できる 横浜住宅防災フェア 男・45歳
地震の恐ろしさがよくわかりました。 防災ギャザリング 男・66歳
改めて地震の脅威を感じました。 防災ギャザリング 男・57歳
すごい。 防災ギャザリング 男・31歳
迫力があり面白い 防災ギャザリング 男・50歳
直後に現地視察したことを今改めて思 防災ギャザリング 男・69歳
非常にリアルで貴重な映像で大変良
かったです。7分間とは思えないほど中
身が充実していました。

消防研究会 男・60歳

阪神大震災の後、神戸に行った時は衝
撃でした。時間が経って忘れてきてい
るので、情報を提供し続けてくださ

防災ギャザリング 女・-

地震の被害状況が理解できた。地震を
引き起こさない方法はないにしても備
えが大切なことがわかった。このよう
な映像は大切さを知る上で有意と感じ
ました。

横浜住宅防災フェア 男・40歳

地震に対して本気で考えたい 防災ギャザリング 男・73歳
今後の地震と高齢化に伴う環境を考え
たい

防災ギャザリング 男・55歳

実写を多く入れ、市民の多くにリアル
感を与えることにより自主防災の確立
につながる。地震の画像だけでなく、
応急処置などの映像を取り入れ、地震
時に対応できる方向に市民を向けたほ
うがより良い

消防研究会 男・61歳

大きな画面で集中しやすかった。起震
車等と併用できればとても効果がある
と思う。

消防研究会 男・25歳

その他 3方向の映像とナレーションが効果的に
動かされていると思います。

防災ギャザリング 男・44歳

感想

啓発

提案

日時 参加イベント 主催者 場所 イベント内容 見学者
2008年4月18日 大学内の地震

工学関連研究
施設見学会

東京工業大学 すずかけ
台キャン
パス

振動台実験見学、J2
棟見学、PVR見学、

地震関係者
10名

2008年5月10
～11日

すずかけ祭 東京工業大学 すずかけ
台キャン
パス

東工大地震研究パネ
ル展示、地震現象機
械の体験、PVR見学

一般市民
約30名

2008年5月23日 市民防災教室 防災塾だるま すずかけ
台キャン
パス

振動台実験見学、首
都圏地震及び防災訓
練に関する講義、PVR
見学

緑区市民
約25名

2008年7月17日 NCUすずかけ
台

東京工業大学 すずかけ
台キャン
パス

振動台実験見学、J2
棟見学、PVR見学

地震関係者
約25名

2008年10月8
～10日

危機管理産業
展

横浜市安全管
理局

東京ビッ
クサイト

防災ネットの紹介、
PVR見学

一般市民
約60名

2008年10月18
～19日

横浜住宅防災
フェア

ハウスクエア
横浜

ハウスク
エア横浜

地域防災及び家具転
倒に関するセミ
ナー、PVR見学

一般市民
約30名

2008年11月22日 サヴァイヴァ
ルキャンプ

I　LOVE　つ
づき

武蔵工業
大学横浜
キャンパ
ス

防災に関する講座、
防災マップ及び避難
生活ワークショッ
プ、PVR見学

一般市民
約60名

2009年1月10日 新春安全・安
心フェスティ
バル

横浜市安全管
理局

横浜赤レ
ンガパー
ク

消防演技、救助実
演、テレビ番組宣
伝、消防職員演技、
防災に関する展示、
参加体験、PVR見学

一般市民
約30名

2009年1月17
～18日

防災ギャザリ
ング神奈川
FROM2009

防災ギャザリ
ング実行委員
会

神奈川県
民セン
ター

災害ボランティア活
動紹介、被災地パネ
ル展示・被災地復興
支援物産販売、防災
に関するシンポジウ
ム、防災ワーク
ショップ、応急救護
訓練、PVR見学

一般市民
約20名

2009年1月30日 消防研究会 消防研究セン
ター

消防研究
センター

消防研究、PVR見学 消防関係者
約50名

表 2　2008 年度防災教育活動実績

表 3　ポータブル VRに関する感想・意見



づきのほか、東京ガスや武蔵工業大学の協力を得て行わ

れている。地震等災害時における避難生活の体験を目的

に、大学の体育館に宿泊するほか、ハザードマップの作

成や防災・救護等に関する講義といったプログラムが行

われている（表 4）。参加者は、小学校 3年から 6年ま

での児童とその保護者である。

2008 年度のサバイバルキャンプでは、ポータブルＶ

Ｒシステムを持ち込み、参加者及びスタッフにプログラ

ムの一つ「地震による災害」を見学してもらった。ポー

タブル VRシステムおよびキャンプの成果を確認するた

め。アンケート調査を行った。アンケート調査は、キャ

ンプの開始時に行われるオリエンテーション直前（1回

目）、ポータブルＶＲシステムの見学後（2回目）及びキャ

ンプ参加 3ヵ月後（3回目）の計 3回行った。なお、3

回目のアンケートは郵送により行われ、防災教育の成果

の定着を検討することを目的としたものである。

1回目及び 3回目のアンケートでは、地震防災に対

する意識及び家庭で行っている防災対策について、2回

目のアンケートでは、ポータブル VRシステムの感想及

び 1、3回目同様防災対策について質問した。35 名の

参加者のうち、18名から全 3回のアンケートに対する

回答を得た。

まず地震防災に対する意識についてみる。1回目のア

ンケートでは、地震は避けられない、地震はくる、防災

対策により被害を縮小できると考えている人が多く、地

震及び防災に対する意識の比較的高い人が多いことが確

認できる（図 1・図 2）。ただし、大人のほとんどが地

震の発生に対する意識の高いのに対して、子供について

は、回答が多様で、大人と子供で差があることが判る。

また、地震時の行動についての質問に対しては、「自信

がある」という回答よりも、「ほとんど自信がない」と

いう回答が多く、地震時の対処に不安を感じている人が

多いことが判る。

1回目及び 3回目のアンケートを比較すると、例え

ば回答者 36 及び 47 は、地震が来るかという質問に関

して、「わからない」から「そのうちくる」に変化して

おり、イベント後に地震への意識が高まったことが確認

できる。一方で、地震時の行動について自信があるか

という質問については、例えば、回答者 2、18及び 19

のように、3ヶ月後に「ほとんど自信ない」に変わって
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図 2　防災に対する意識に関するアンケート調査結果

※矢印は 1回目及び 3回目の変化を示す。太字の数字は子供

図 1　地震に対する意識に関するアンケート調査結果

※矢印は 1回目及び 3回目の変化を示す。太字の数字は子供
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表 4　サバイバルキャンプスケジュール



いる場合もあり、地震に対する不安が増加したとも考え

られる。すなわち、防災教育により地震に対する意識が

向上する人がいる一方で、地震に対して不安を感じるよ

うになる人もいると言える。

防災対策の実行についてみると、飲み水等の準備や

家具の固定といった対策について、「やりたいと思うが

やっていない」や「やってない」の人が半数近くいたが、

見学直後の 2回目のアンケートでは、何人かは「すぐ

にやりたい」に変化している。また、家族会議の実行に

ついても、多数の人が「やりたいと思うがやっていない」

や「やってない」であったが、2回目のアンケートでは、

「すぐにやりたい」に変わっており、防災対策に対して

積極的な態度に変化したことが判る。ただし、イベント

3ヶ月後に行った 3回目のアンケートをみると、2回目

で「すぐにやりたい」に変化したひとのうち、3ヶ月で

実行していないことが判る。このことから、防災意識の

向上には有効であるものの、対策の実行の促進に対して

は検討及び改良の必要があると言える。

5、まとめ

本稿では、ポータブル VRシステムを利用した防災教

育の実施状況及びそこで得られたアンケートの結果につ

いて報告した。本システムを利用した結果、防災意識の

啓発に効果があることを確認した。一方で、防災対策の

実行の促進については検討の余地があると言える。また、

見学者から起震車や救護活動の指導等といった他の教育

法との併用等についても今後の課題としたい。

謝辞

アンケートに協力いただいたＩＬＯＶ Eつづき及び

サバイバルキャンプのスタッフならびに参加者の皆さん

に心より感謝申しあげます。
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図 3　防災対策に関するアンケート調査結果
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